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冊子の色再現は、印刷によるため実際のマンセル値と図版等の色彩が異なる場合があります.
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色彩ガイドラインのねらいと色彩遭定の流れ

-色彩ガイドラインのねらい

色彩ガイドラインは、久留米市景観計画の色彩基準{彩度)で定めた全市で守るべきルールを踏ま

え、地域の景観特性に応じた地域毎の大切な色、特徴的な色について、みなさんに理解していただき、

地域の色彩として積極的に保全、創出していくことをねらいとしています。

そのため、本ガイドラインでは、建築物等で大きな面積を占める 2つの要素(外壁と屋根〉に区分

し、地域の特徴を踏まえた色彩のおすすめの色の範囲(明度・彩度)を絞り込むことで、背景となる

自然やまちなみの特徴をより活かすことができる色彩へと誘導していきます。

(工作物の色彩に闘しては、外壁のおすすめの色を参照してください}

(明度、彩度についてはP3を参照してください。)
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-色彩選定の涜れ

建築物や工作物等に関して、新築、増築、改築、移転、外観を変更することとなる修繕もしくは模

様替え文は色彩の変更をお考えの方は、下記の色彩選定の流れに従って、各ページの内容を確認し、

この内容に沿って地域にふさわしい色彩を選定してください。

-色彩ガイドラインの目的

本市では、平成22年12月に景観法に基づく久留米

市景観計画の策定及び景観条例の制定を行い、本市

の魅力を活かした景観づくりを積極的に進めていき

ます。

久留米市景観計画では、本市の景観特性を踏まえ

て景観形成の方針や行為の制限{基準)等を定めて

おり、特に色彩については、地形や土地利用に応じ

て景観阻害要因となる色の排除を目指した基準を設

定しています.

そのため、本ガイドラインでは、色彩に関する基礎的知識や久留米市景観計画に示されている「色

彩に関する行為の制限(基準)Jの内容をわかりやすく解説するとともに、久留米市景観計画が目指

している f周辺のまちなみや自然と調和した色Jをより具体的にするために、市内の各地域の特性に

調和した fおすすめの色Jを紹介することを目的としています。

色彩ガイドラインについて
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市肉で建黛鞠・工作物の新鎗・衛館、色の鎗り'えなどをお考えの方

このガイドラインを参照し、久留米市の景観の魅力を活かした色彩の倹討をはじめましょう
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色彩の基本的考え方を知る

事業者、設計者、施工者など、景観づくりに纏わ

るすべての方に知っておいていただきたい色彩の
基本的な考え方をまとめています。

(P5) 

(P9) 基掴色.I!合色・強固色

久留朱市最観計画
(市全体の景観形成の方針、基準等)

景鎮計画区域〈全市場〉

(P3) マンセル虫色暴

色彩検肘のa事項地減区分毎の景観君事成方針
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本市が目指す色彩や久留米市景観計画に位置づけ

られた色彩に醐する行為の制限をまとめています。

全市共通の色離のルール〈最観計画〉を知る

色彩に闘する行畠の制限(P10)

景観形成のための行為の制服
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ガイドラインで紹

介する「おすすめの

色Jは、より地域の

最観に合う色の範囲

を定めたものです。
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1 1綿計画で定める 1

1色彩基準は、景観 ; 

iを阻害しないため 1 

1の色の範囲を定め l 
iたものです。 j 
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(P13) 地織到のおすすめの色

地値幅削刷
mw泌
す
す
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wmw色

(P13) 

(P15) 

【P17)
(P19) 

(P21) 

1.耳納連山山湿地織

2.東節目・地縮

3.冒卸田・地嶋

4.申心市街地地峨

5.周辺市街地地峨

届出対象とならない

住宅等

久留米市最観計画で定めている地峨区分毎に、そ
れぞれの地繊の最観に望まれる色彩の考え方や色

彩の範圃を紹介しています。
建築物やエ作物等の色彩計画に当たっては、この
範囲内にある色彩を基本に外観の色をデザインず
ることをおすすめします。

届出対象となる一定

規模以上の建築物・

工作物等

対
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-色見本、サンプルについて

マンセノレ値を用いた色見本帳としては、 WJIS標準色標((財)日本規格協会)~や『塗料用標準色見

本帳((社〉日本塗料工業会)~などが広く普及しています。
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マンセル値

V 
E25 -60 P 5v 6/8 
一一寸三士 一一本末

.日本塗料工業会の色標番号とマンセル値との対応

塗料用標準色見本帳は、{社)日本塗料工業会の他、塗料会社、画材底などで容易に入手できるため、

建築や塗装など景観関連業界に広く普及しています。

この見本帳には、独自の色標番号とマンセル値が併記されていますが、表示方法には、一定の関係

があります。

色票番号

| 有影色 | 

マンセル値

3
一A
J

一V

N
一一

一

《

H
W

一

一

-

内

d
一

一l

日一

~料用標準色見本線写真'-'IS練準色標写真

色素番号

| 無純 | 

色縮刷ue)

私たちは日常で色を赤や青など色Aで表現しますが、色.名による表現は、人によりイメージする色

が異なるため、すべての人が共有できる客観的な尺度{表色系)が必要になります。

そのため、本ガイドラインや久留米市景観計画では、 J1 S(日本工業規格)にも採用されている

「マンセル表色系Jを用いて色を表現します。

マンセノレ表色系は1つの色を f色相J、 f明度J、

「彩度Jの3つの属性(r色の三属性Jといいます)

を用いて次のように表示します{マンセル値)。

色の三属性

・色相〈しきそう〉…いろあい

赤、黄、緑、青などの色合いのことを色相

といいます。マンセノレ表色系では、色相を10

種類の基本色〈赤、黄赤、黄、黄緑、緑、青

緑、育、青紫、紫、赤紫〉に区分し、基本色

のアルファベット (R、YR、Y、GY、G、

BG、B、BP、P、RP)の頭文字と各色

相の度合いを示す0から10までの数字を組み合

わせ、 5Rなどと表現します。

・明度〈めいど) …あかるさ

明るさの度合いを明度といいます。最も暗

い色{黒)を0、最も明るい色(白)を10とし、

その聞の明るさが知覚的に等間隔になるよう

に10段階に分割して数値で表記します。
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色の表示方法

ゴアールヨンの!}ュゥ
5R 4/10 
色相 1JJ1l 軍J1I:

ヱ3正当

N 5 
&相司聞11:

有彩色の捜示倒;

無影色の表示倒:
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彩度 (Chr釧a)明度(VaI ue) 

マンセル

色相

2.5郎

5 郎
7.5随
時前

日盤工

区分

52 
55 
57 
59 

マンセル

色相

2.5 R 
5 R 
7.5 R 
10 R 
2.5 YR 
5 YR 
7.5 YR 
10 YR 

-彩度〈さいど〉 …あざやかさ 園マンセル色相恵国

色の鮮やかさの度合いを彩度といいます。最も色味のない白、黒、グレ}などの無彩色は彩度。と

なり、色の鮮やかさが増すにしたがい数値が増えていきます(数値は概ね0""14の範囲〉。

色合い{色相)によって、最も鮮やかな彩度値が異なるという特徴があり、最も鮮やかな純色は、
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彩日EE32区エ分
マンセル
事品 目E

A 0.5 
B 
G 1.5 
D 2 
F 3 

" 4 
L 6 
p 8 
T 10 
v 12 
w 13 
x 14 

白書盤エ マンセル
明度区分 司聞 " 
-95 9.5 
-90 9.0 
岨筋 8.5 
-70 7.0 
-75 7.5 
ー的 6.0 . . . . . . . . . . . . 
岨30 3.0 
-20 2.0 
-15 1.5 
-10 1.0 

2.5 B 
5 B 
7.5 B 
10 B 

2.5 P 
5 P 
7.5 P 
10 P 
2.5 RP 
5 RP 
7.5 RP 
10 RP 

時

4
P
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2.5 Y 
5 Y 
7.5 Y 
10 Y 

2.5 GY 
5 GY 
7.5 GY 
10 GY 

2.5 G 
5 G 
7.5 G 
10 G 
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-配慮事項3:面積への配慮

建築物等が大規模になると、周辺の景観に与える影響も大きくなるため、建築物等の規模を考慮して

威圧感や違和感を軽減する鹿慮を行うことが大切です。

色彩は色の面積によって受ける印象が変わってくる場合があり、面積が大きくなると色の派手さや暗

さなど色の特徴が、顕著に感じられやすくなります。特に大規績な建築物等では、できるだけ大きな色

見本で確認するなど、慎童な色彩選定が必要です。

さらに、大面積の壁面に対しては、全体を単色で処理すると圧迫感や単調さが感じられやすくなるた

め、柱、梁、壁、パノレコエーなど建築物等の形態に合わせて色彩を使い分けることで変化のある外観と

すると良いでしょう。また、同系色の漉淡を配色するとまとまりやすく、鮮やかに感じる色を小面積に

したり、重たい印象の色を下に配色するなどで、上品でバランスの良い記色となります。

.3t'遜繊細陸・3院内サイン例~rが・.

..り・イベント
・:m調院 など

・4脚本.(1)..毛=:LJIント・フ7三予守-g例司えhぽr
..鎌絢の低A書録事

・盤鍛自白I'O"~~シト など

・織・道路..録"の..A.g問えぽ・.
・'.鎗紛の墨. 
. 外鯵や工作納

(獅する色〉
..  後後
.一時的
・小面積
.J陣約
・アクセント

-長期的
・遺書E
・大面積...灼
・ペース
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建物の形態に応じた適切な麗色により圧迫感を誕濃し、
上品でバランスの良い外観をつくることができる.

太面積を明るい単色使いにした場合、より明るさが
強調され、圧迫感、単摘さも感じられやすい。

など

(鳳鯨せる色〉

-配慮事項1:強調する色とdll粂ませる色

建築物や工作物などの色彩を考える場合、対象の色彩

ばかりに気をとられがちですが、周囲の景観の中での役

割を考えることも大切です。

一般に景観の中で強調すべき色としては、色による重

要な伝達機能が必要なもの(信号や標識など)、一時的

な演出が必要なもの{祭り、イベントなど}、ごく小面

積や季節により変動するもの(花木など)などが考えら

れます。一方、建築物や工作物などの色彩は、景観の中

に長い年月在り続けるため、景観のベースとして、周囲

に f恩11染ませる色Jとすることが求められます。

色彩倹肘の配慮事項
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外壁パネル

自然石

3食材の質感と色の倒

磁調普タイル

-配慮事項4:質感と色彩への配慮

景観色彩を見る場合、色彩だけでなく、同時に

質感も感じ取っていきます。このため同じ色彩を

用いても素材が異なれば、印象も異なってくるた

め、質感を考慮しながら色彩を選択することが大

切になってきます。

特に自然素材の疑似色〈例えば木材をイメージ

した茶色など〉を人工素材で用いる場合には、素

材感と色のムラなども考慮しておかないと軽薄な

デザインイメージになる場合があり注意が必要で

す。

素材の色の選定に当たっては、カタログだけで

なく、できるだけ大きな面積のサンプルで実際に

よく見る距離に離れて確認することが大切です。

類似色調でまとめた餌和のイメージ

-配慮事項2:周辺建物との調和

景観全体を良好にするには、まちなみの色彩に連続性や共通性を持たせるため、色相、明度、彩度

の全部またはいずれかを類似させる類似調和が基本になり、以下の2つの方法があります。

【類似色相でまとめる】

色相に共通性を持たせながら、トーン(明度、彩度)

に変化をつける配色で一般的によく用いられる方法です。

建築物等の外観によく使用される駿色系の色相でまとめ

ると、落ち着いた景観にまとめることができます。

【類似色相+類似トーンでまとめる】

色相、明度、彩度のいずれも同様にした類似色を組み

合わせる配色です。類似色でまとめると統一感を強める

ことができ、地区特性がはっきりとした景観とすること

ができます。ただし、閉じ色彩でそろえすぎると単調な

景観になる場合があります。
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適度な多色づかい

建築物等の色彩は、外観に表情やリズムをつけるため、複数の色が使われることが多くなっ

てきましたが、あまり多くの色を使いすぎると景観全体で見た時に煩雑で落ち着きが感じられ

ないものになる可能性があります。

複数の色を建築物等に用いる場合は、類似調和の方法を使って、 3色程度で、全体のまとま

りを持たせた配色を心がけましょう。
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3色程度のE色とすると、外観デザインに適度な変化
を与え、落ち着いた印象にまとめやすい.

建築物全体は暖色系ですが、温度な多色づかいは、色の
基調がわかりにくく、煩綾な印.になりやすい.
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.ii!慮事項8:看板類の控えめな色彩

サインや広告パネル等の看板類は、まちの情報源として必要なものであり、まちなみを構成する重要

な色彩要素の1つとなっています。

しかし、看板類を出している多くの企業は、企業イメ}ジをアピ}ノレしたり、集客効果をねらって鮮

やかな色彩を採用するケースが多く、景観を阻害しているケースも少なくありません。
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ただし、同じ形状、文字の大きさの看板類であって

も色彩の使い方により、インパクトを和らげることが

できます。

例えば、大面積の赤色を背景に、白抜き文字の看板

の場合だと以下の①~⑥のような工夫が考えられます。

-インパクトの大きな看板

外壁や外織にアースカラーが
用いられている住宅地(花畑地区)

-配慮事項5:色彩の経年変化への毘慮

士、木材、石材などの自然素材は年月の積み重ねにより、

風格ある穂やかな色調に変化し、色に重厚さが備わってき

ますが、塗装の色は、経年変化により色槌せてきます。

建築物等の外壁に多く用いられてきたアースカラ-(黄

赤 (YR)--黄 (y))は、塗装の中でも耐候性がある色

であり、他の色相に比べて退色や汚れに闘する違和感があ

まり感じられません。一方、高彩度の色ほど退色や汚れに

関する色の変化が大きく感じられ、違和感も強い傾向にあ

ります。

長年、風雨にさらされる建築物等では、耐久性、耐候性

に優れた素材と色彩を選択することが犬切です.
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高彩度のペース色に白文字を使用

-インパクトを和らげる色づかいの工夫(例)

Cafe 
KURUME 

-配慮事項6:付属物の色彩の調和

建築物の本体以外の屋外設備{給水塔、室外線、メ}タ}類等}、屋外階段、ベランダなどの付属

物への画暗がないと、景観全体として見たときに雑然とした印象となることがあります。

屋外設備は、パラベット(陸屋根外周の立上げ壁)を通常より立ち上げたり、ノレーパー(細長い板

を隙聞を空けて並行に連続させたもの)による目隠し等を行い、建築物の色彩と一体的にみせること

ですっきりした印象にすることができます。
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Jレーパーによる自臨し

守
パラペットの立ち上げ

守
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暫
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暫

暫

曹

暫

暫
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問

暫

暫

暫

⑥約織の鮒の色をペース
や文字に活かし、赤色をアク
セントに用いる.

⑤ホや緑など自然の色をイメー
ジするS臨時色をペースに白文
字とし、~色をアクセントに
用いる.

④木や緑など自然の色をイメー
ジする菰やかで落ち着いた色
をペースに.文字とし、赤色
をアクセントに用いる。

一回
付属物の見え方に百a.G憶することですっきりした印象になる.

維織とした屋上の付属物
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| 特
設置する看甑におすすめしま討す。

I_ __ 

地値幅削刷
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久留米市屋外広告物条例について

久留米市では屋外広告物法に基づく屋外広告物条例を定め、良好な長観の形成、風致の維持、

公衆に対する危害の防止の観点から屋外広告物の設置場所や大きさ、その他の規格について規

制を行っています。

適用除外として定められている場合を除き、屋外広告物を掲示する際には許可が必要です。

.JJ 
①ペースの色と文字の色を反転 @看板損の絵柄の周囲に余白を ③使用する赤色の彩鹿や明度を
させる. 段ける 下げる.

-配慮事項7:外構の色彩の調和

良好な景観色彩とするには、建築物だけでなく、敷地内の舗装、門柱、門扉、塀など外構への配慮

も大切です。外構の色は、建築物等の色彩と類似調和でまとめていくことが基本になります。また、

外構に植栽を設けると建築物等の色彩や大きさを周辺の景観に調和させやすくする効果があります。
品
白
血
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に
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る
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グ4

建物外観と外様(植襲鱗や犠}の色彰や素材を続ーしている察側(福岡市西区〉



※京町周辺景観重点地区は当ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの対象外です。

C16999
テキストボックス

C16999
スタンプ

C16999
テキストボックス
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-低層部のアクセント色の工夫について

中心市街地地域の色彩基準の中に f低層部はアクセント色の工夫により賑わいの創出に配慮することJ

が求められており、その使い方の事例を紹介します。

5つの

-色彩基準の肉容

久留米市景観計画に定める建築物・工作物の行為の制限〈基準}のうち、色彩については、

地域を自然・田園部と市街地部に大別して以下のような基準が定められています.
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調路ち着いた色の外壁にアクセント色を
用いた倒

出入口の形態に合わせてアクセント色を
用いた例

聾織と連続さtきた織にアクセント色を
用いた倒

①建物のアクセント色は、低層部の外壁の色とのバランスにE慮する。

景観は、何かを背景として対象を見る場合が多く、

この時の背景を f地J、対象を f図Jといいます。

「図Jとなるアクセント色は、その周りの f地Jとな

る控えめな色との対比によって、美しく効果的に見せ

ることができます。

そこで、低層部の外壁の色彩は、穂やかな色彩をベ

ースにした上で、色の面穏や彩度の対比に配慮したア

クセント色を用いましょう。

②建物の形態や機能に合わせてアクセント色を使用する。

アクセント色は、麓、扉、窓枠、出入口等、建物の

形態や機能に合わせて用いることで、建物本来の色の

一部として感じることができ、形態の中で強調すべき

ポイントを明確にすることで、違和感のない印象を与

えることができます。

一
自鰭・田園鶴 市街地師

地蟻
東部田園地場 西部田園地場 | 中心暗叩 |周肺叩

-周辺のまちなみや自然との調和に配慮し、外壁の色彩は低彩度の色彩を基調とし、色彩を組み

合わせる場合には統一感のある配色になるよう努めること。 (4.色揚検討の直面撃事項参勝

-明度は周辺のまちなみや自然との調和に配慮すること。 (7.地域別のおすすめの色参照)

rR系(赤系)、 YR系(黄赤系)、 Y系(黄系)J は、 rR系(赤系)Jは、彩度6を、 rY 

彩度4を、 rGY系悌積系)、 G系{緑系)、 BG系 R系(黄赤系)、 Y系(黄系)Jは、
彩度4を、 rGY系{緑黄系)、 G系

(育緑系)、 B系(育系}、 PB系(紫育系)、 P系(紫 線系)、 BG系(青緑系)、 B系

系)、 RP系(赤紫系)Jは彩度2を超える色彩を使用し (青系)、 PB系(紫青系)、 P系
(紫系)、 RP系(赤紫系)Jは彩度

ないこと。 2を超える色彩を恒明しないこと。

-低層部はアクセ

ント色の工夫によ

り賑わいの創出に

配慮すること.

(P12参照)
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③季節や目的の変化に合わせて変更可能なアクセント色

賑わいの演出の目的は、季節や毎年恒例のイベント

など、様々なものが考えられ、それにあったアクセン

ト色に変更できるようにすることも賑わいづくりに有

効です。
申lt，

テント、織、パラソルなど、変更が容易な要素を建

物との関係に配慮しながら、配置すると煩雑感も抑え

られ、効果的です。

以下の①~③場合は、久留米市景観計画の色彩基単の適用除外とします。

紛
%
は
色
彩
基
患
の
範
囲

卸
%
は

り

か
ら
選
択
〈
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朗
色
〉

適
用
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①外壁各面の20%程度まで

建築物等のデザインの自由度を妨げないよう、久留米市景観計

画の色彩誘導の範囲は、景観上影響の大きい『基調色j の範囲ま

でとし、色彩基準の適用除外範囲は外壁各面の20%程度までと

します。ただし、周辺との調和に配慮してください。

(注1:中心市街地地域及び中心市街地地域に隣接する都市計画

の商業地域においては、外壁各面の40%程度まで適用除外範囲

とします〉
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②周辺との調和に配慮した自然素材や伝統的工法の素材の色

経年変化により風格ある穏やかな色調に変化する自然素材及び、朱色の欄干や緑青色の屋根など

歴史・文化の継承が求められる建築物、工作物等に用いられる伝統的工法の素材の色は適用除外と

します。
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③久留米市景観審議会等の意見を聞き、市長が震観形成上支障がないと認める場合

市全体の良好な景観形成の面から重要な位置づけがなされ、周辺と異なる色彩とすることに市民

の理解が得られるようなランドマーク的(象徴的}な建築物、工作物等については、久留米市最観

審議会等の意見を聞き、市長が景観形成上支障がないと認める場合、適用除外とします。
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耳納連山の山並みと嗣和する 目
落ち着いた色彩 目
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.ii!色イメージの例

①暖色系色相を基本とし、落ち着いた低~中明度、低彩度色とする。

山並みとしてみる耳納連山は、概ね明度4.......5、彩度3以下に集中しています。この山並みの

明度や彩度よりさらに落ち着いた色とすることで、繊細な山並みの色が一層引き立つとともに、

落ち着いたまちなみ・集落の景観色彩とすることができます。(その他の色相を用いる場合は暖

色系よりもさらに低彩度とすると調和させやすくなります)

-色彩形成方針

雄大で奥行きある耳納連山の山並みとの調和を
園り、山辺の原風景を活かす景観色彩を目指し

ます.

-外壁のおすすめの色の方針

この地域では、耳納連山の山並みの色よりも突出

させないようすることが最も大切です。

建築物等の外壁の基調色は、耳納連山の山並みの

色と調和する低~中明度、低彩度の控えめな色彩を

おすすめします。

板壁、士壁、石積み、しっくいなどの伝統的建材

や自然素材に多く見られる暖色系色相 (YR、y)
を参考にすると、自然や現在のまちなみの両方に調

和させやすいでしょう。

1.耳納連山山辺地域
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山並みよりも低移度を用いることで山並みの緑が引き立ちます。

②耳納連山からの眺望に配慮し、屋根は自然に調和するごく低彩度とする。

山辺に建築物等を建てる場合は、横からの視線だけでなく、耳納遠山から見下ろす視線にも配

慮が必要です。特に屋根については、無彩色 (N4.......7)または、有彩色の低彩度(彩度1以下)

を用いると自然の緑の中に調和し、周辺の建物の和瓦とも連続する一体的なイメージを表現でき

ます。

この地域では、耳納連山の山並みとの調和に加え、

山から見下ろしたときに、果樹等の樹木の景観の中

にとけ込む屋根景観とすることが大切です。

和瓦またはこれに類する色味があまりない色の屋

根が、山並みや樹木と調和した美しい山辺集務の景

観をつくっています。

従って、無彩色または、暖色系の色相で低彩度を

用いるとよいでしょう。

-屋根のおすすめの色の方針
発心公園からの眺望

笛雀の道

-おすすめの色の範囲

屋根

3以上-7以下

3以上ω7以下

おすすめの色の範囲{基調色)

外壁(外観〉

明度 明度

1- | 
その他の色相

3以上-7以下

3以上ω7以下

Rj長

YR系

Y系
E
E
 緑に固まれた和瓦の景観のイメージを大切にしましょう.

3以上-7以下3以上向7以下N (無務色)
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①暖色系色相を基本とし、遺くの山並みに調和する中明度、低彩度とする。

周囲が開けた田園地域では、暗く閉鎖的な色彩は避け、新緑~麦秋~裸地など、変化する田園

の色に調和させやすい暖色系色相で中明度の色を選定しましょう。また、この地域は、遠くに耳

納遠山を望むことが多いため、遠くの山並みへの眺望や山からの眺望に対して調和させやすい低

彩度を用いると、地域全体が美しい景観となります。聞けた場所でまとまった集落が形成されて

いる場合には、隣接する集落建物との調和にも十分に配慮しましょう。

田園地場にふさわしい明るさで低彩度を用いると視しみやすくなります。

.m色イメージの例

壁】

根】【屋

【外

注)YR.Y以外の色相で明度8かつ影度2以上とする場合、色の強制4強調される色彩が一部含まれるため、

明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること.

図圏と山並みに調和する 目
明るく親しみやすい色彩 目

-外壁のおすすめの色の方針

この地域では、自然の中に映える田固とその背景

に見える穏やかな耳納連山を共に引き立てながら、

地域の開放感、明るさを演出できるようにすること

が大切です。

建築物等の外壁の基調色は、田園や穏やかな山並

みの色と調和する中明度、低彩度の明るく親しみゃ

すい色をおすすめします。

田園風景に調和している現状の集落の外壁や地域

の土、石などを継承した暖色系色相 (YR，y)を

参考にすると、自然や現在のまちなみの両方に調和

させやすいでしょう。

-屋根のおすすめの色の方針

この地域では、田園とその背景に見える耳納連山

の山並みに調和させることが大切で、耳納連山から

見下ろすことにも配慮しておくことが望まれます。

現状の屋根に多く見られる和瓦は、この地域の原

風景の大きな要素であり、耳納連山の山並みとも調

和しやすい素材や色であり、和瓦のイメージを持つ

色{無彩色または、これに類する低彩度〉をおすす

めします。

田園地域の視界が聞けた開放的な地織イメージ

の形成とその背景に見える山並みとの調和を園

り、明るく親しみゃすい景観色彩を目指します.

1- | 

3以上-7以下
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-色彩形成方針
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壁】【外田固と地域の産業遺産等に調和する I 

明るく落ち着いた色彩 I 

-色彩形成方針3.酉郁田園地域
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田園と調和し、開放的な地域イメージの形成を

図ると共に、地域を育んできた産業遺産等の地

域の特徴を活かす景観色彩を目指します。
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根】

-配色イメージの例

【厘-外壁のおすすめの色の方針

この地域は、クリークの多い平坦で広がりのある

田固と調和させながら、開抗感、明るさを演出する

と共に、水運を活かした酒蔵などの産業遺産の落ち

着いた色を活かすことが大切ですe

建築物等の外壁の基調色は、広がりのある田園や

落ち着いた産業遺産の色とも調和する中明度、低彩

度の色をおすすめします。田園風景に調和している

古くからの集落または、産業遺産に見られる自然素

材の色や地域の土や石の色などの暖色系色相 (YR、

y)を参考にすると明るく落ち着いた印象の景観と

しやすいのでおすすめします。

クリーク
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一般的な和瓦イメージにあう明度4--7の無彩色、または、これに類する低彩

明るい城島瓦のイメージに調和させたい場合は、明度6""'8程度とするとよいで
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この地壊は、和瓦を中心としたまちなみが多く見

られ、特に城島周辺は、城島瓦の産地でもあります。

城島瓦は、一般的な和瓦に比べると明度6--8のや

や明るい色調が特徴です。

従って、地域全体の屋根の色彩基準としては、城

島瓦を含む和瓦のイメージと調和する範囲(無彩色

またはこれに類する有彩色の低彩度色)をおすすめ

します。

-屋根のおすすめの色の方針

酉都の田園
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酒曜のまちなみ
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色

広がりのある田園地域にふさわしい明るく落ち着いた色としましょう。

3以上-8以下

泊 YR. Y以外の色相で明度8かつ影度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれるため、

明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること。

①暖色系色相を基本とし、明るさと落ち着きのある中~高明度、低彩度とする。

のびのびとした田園地域では、東部田園地域同様に、暗く閉鎖的な色彩は避け、変化する田園

の色との調和に配慮し、中~高明度で低彩度を用いると明るく落ち着きある印象にすることがで

きます。

屋根ついては、

度が基本ですが、

しよう。

一方、酒蔵などの産業遺産や古くからの集落などが隣接する場合には、これらの色との調和に

も十分に配慮しましょう。

屋根

おすすめの色の範囲〈基間色)

外壁(外観〕

明度 明度

3以上-8以下

3以上-8以下1_2以下 | 
1- | 

-おすすめの色の範囲
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3以上-8以下

3以上-8以下その他の色相

3以上-8以下N (無事色)
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-おすすめの色のイメージ

壁】【外賑帆個性の中にも | 
風格・洗練さが感じられる色彩 I 

-色彩形成方針
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@診姐診@惨GE，匂tfl診匂，
.・匂診匂砂姐診匂診錨静也，
.・錨診""'4電惨匂同署砂

①中・高層階を低層階より高明度、低彩度とする。

低層階と 中・高層階の色彩や素材を変えて配色するとまちなみの統一感を持たせながら、賑わ

い、個性を演出することができます。

視線が集まりやすい低層階は、アクセント色等を活用しながら、華やかな色づかいとし、中-

高層階は、低層階よりも高明度、低彩度の控えめな色づかいとすると全体が品よくまとまり、バ

ランスの良いまちなみを連続させることができます。

根】

-配色イメージの例

【屋

商業、業務、交通、交流など、様々な活動の場

として多くの市民が集まるため、賑わいや個性

あるまちの魅力化が必要です。また市を代表す

るまちの顔として、風格・洗練さを感じさせる

景観づくりも求められ、魅力と秩序を兼ね備え

た節度ある景観色彩を目指していきます。

-外壁のおすすめの色の方針

市の中心地としての賑わい・個性が演出できるよ

う商業・業務の集積地としての特性を踏まえた比較

的幅広い色の選択ができるようにし、極端に暗い色

や明るい色、突出感の強い色(パステノレカラーなど)

のみを除外するようにします。

さらに、 JR久留米駅や西鉄久留米周辺のまちの玄

関口となる駅前地区や明治通り、昭和通りをはじめ

とした幹線道路沿道は、特にまちの顔づくりにとっ

て重要な地区です。

このような場所には、沿道景観全体に風格・洗練

さが連続的に感じられるよう、明るく穏やかな現在

のまちなみの色を大切にした節度ある色彩を選定す

るようにしましょう。
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4.中心市街地地域
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-屋根のおすすめの色の方針

外壁同様、賑わい・個性の中にも風格、洗練感が

感じられる屋根景観を目指します。他の地域に比べ

て、陸屋根の割合が高く、外壁と一体となる色彩運

用に配慮し、外壁の基調色と同様とします。
酉鉄久留米駅

基
銅
色
・
配
合
色
・
強
調
色

おすすめの色の範囲(基調色)

外壁(外観) ~ 屋根

明度 冒 彩度 ↑ 明度 τ 彩度

3以上-8以下~ 6以下 _J 3以よ-8以下_J 6以下 1 
13山以下 I 4以下 I 3山以下 I 4以下 | 
1_3以上-8以下 1 2以下 1 3以上-8以下 1 2以下 1 
l~以上-9以下 1 - 1 3以よ-9以下 1 -

注)YR， Y以外の色相で明度8以上かつ彩度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれる

ため、明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること。また、 Rの色相で、彩度4.1-6とする場合は、

景観に調和させやすい明度6以下で用いることが望ましい。

色
彩
に
闘
す
る
行
轟
の
制
限

②屋外広告物の色数や色の面積を小さくする。

多くの屋外広告物があふれでいる場所で、高彩度や多色づかいの広告物は煩雑感が増すばかり

で、注目性、景観性共に逆効果となる場合があります。このような場合は、高彩度のベースの色

と文字を反転し、色の面積を減らしたり、色数を少なくするなどの工夫ですっきり した表現が可

能になります。

-おすすめの色の範囲

色
彩
に
闘
す
る
行
為
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制
限

「n寸 1口ココ口

R系

YR系

Y系

その他の色相

N (無彩色)

」
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-色彩形成方針5.周辺市街地地域
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.，匂州軍惨Gz，@MBG，

......但野匂診匂，f8

.・@診.，.，匂州電砂匂診

根】

本地域は、住宅地、商業地、工業地など様々な

用途が混在していますが、市民の日常生活の中

心となる住宅地景観に着目し、穏やかで飽きの

こない景観色彩を目指します.
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日常生活を過ごす、落ち着

-配色イメージの例

①住宅地は、落ち着いた包帯でまちなみの連続性に田慮する。
住宅地では、隣接する建築物の色彩に調和する低彩度を基本とし、

いたまちなみが連続して見えるように配慮しましょう。

甘
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色
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・
強
固
色

②商業地iま、派手さを控えた基闘色と広告色彩に配慮する。
郊外に見られる沿道商業地の建物外観は低彩度など派手さを控えた基調色を心がけ、配合色、

強調色により個性、賑わいを演出すると共に、特に広告類は、高彩度色を避け、周囲の景観を阻
害しないよう配慮しましょう。

-外壁のおすすめの色の方針

この地域は、自然・田園部に比べると建築物が集

積しており、建築物(まちなみ)の連続性が大切で

す。

そこで、建築物等の外壁の基調色は、地域の現状

のまちなみの色を継承することとし、穏やかで飽き

のこない暖色系を中心に、中~高明度、低彩度の色

彩をおすすめします。

また、この地域の背景となる景観は、人工的なま

ちなみだけでなく、庭木、樹林地、山並み等の自然

の緑が見える場合も多く見られるため、自然の緑と

の調和しやすさにも配慮します。

-屋根のおすすめの色の方針

この地域の屋根は、住宅地の和瓦から中~高層の

陸屋根まで様々な形状があり、現状の屋根の色の継

承と外壁の推奨色との調和を図るため、暖色系を中

心に、中~高明度、低彩度の色彩をおすすめします白

周辺市街地(花畑)
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③工業地は、親しみゃすさに配慮する。
経済性や機能性が優先される工業地では、色味の強い色彩や多様な多色づかいとなっているこ

とも多く、産業活動に伴う汚れがつきやすい施設が目立つ場合もあります。
施設規模も大きくなりがちですので、建築物の形態に合わせて色を分節したり、施設全体の色

調に統一感を持たせるなどの工夫や汚れやすい施設では汚れが目立たない暖色系の色を用いるな
ど親しみゃすさへの配慮が求められます。

屋根

4以上-8以下

おすすめの色の範囲(基間色)

外壁(外観〕

明度

5臥よ-8以下

明度移度

4以下

4以下

4以上-8以下

4以上-8以下

2以下

ap
a
-
-
L
i
l
l
i
-
-
4
l
I
l
l
i
-
-
-
-
-

5以上-9以下

R系

YR系

Y系
i
i
一

5以上-8以下

5以上-9以下

遣自 YR. Y以外の色相で明度8以上かつ彩度2以上とする場合、色の強さが強調される色彩が一部含まれる

ため、明度8を用いる場合は注意して色彩選定すること.
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その他の色相

N (無事色)
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